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Primate Research Institute 
サルについての総合研究のメッカ
霊長類研究所一一」 
8月のはじめに機会があって，愛知県犬山市の京大霊長類研究所を訪れた。い
わゆるサル山とはやや離れた丘の上に，正面からは 5階，側面からは 6階に見え
る白亜の建物があり，かなり暑い日ではあったが中に入るとすっとした。あいに
く近藤四郎所長，時実利彦，久保田競両先生ともご不在であったが，神経生理研
究部，心理研究部の若い研究員の方が，親切に案内をして下さった。
神経生理研究部では，行動の神経生理学的機構の解明を大きな研究テーマとし
ており，知能および総合の場とされる前頭葉，知覚および運動を司どる頭頂葉の
諸機能を，学習させたアカゲ、ザ、Jレを用いて追求していた。ヒトに最も近いサJレを
用い， ヒトの行動に多くの類似性をもっ「学習」を対象としているこれら一連の
研究の成果が期待される。
心理研究部門では，いわゆるオペラント行動を中心として，サルの弁別，学習
などが調べられていた。オペラント行動とは習得したある操作によって，あると
きは危険を避け，あるときは賞与を獲得しうるような行動であり，われわれ人類
が生まれてから成人するまでにおいて，種々の経験により覚え込んで行なってい
る日常の行動も，オペラント行動の一種といえないことはない。この部門での研
究は，従ってサルからヒトの行動を類推するもとともなり，ひいてはヒトの起源
と進化の姿を追求にもつながる興味深いものである。
霊長類研究所は 1967年6月 1日に発足しているから， 私が訪ねたときは満 4
年を一寸過ぎたところであったが，上記 2部門のほかに，形態基礎，社会，変異，
生活史，生理など 5部門があり，計 7部門が研究活動を行なっていた。さらに宮
崎県串間市に幸島野外観察施設，本研究所の近くにサJレ類保健飼育管理施設など
が附属している。かつて本学で、講演していただ、いた河合雅雄博士は社会研究部門
と幸島の施設とをかけ持ちしておられるとのことであった。
本研究所はその名の示す通り，あらゆる角度からサルを対象とした研究を行な
う場であり，どの研究室にもかなりデカいサルが何頭も，モンキーチェアーに据
えられていた。懇切な説明を続けられる若い研究員のキラキラと輝く眼と，いさ
さかあきらめ気味で坐りつづけているサルの眼とが，対照的に印象に残った。訪
ねてごらんになりたい方は，愛知県犬山市官林，京大霊長類研究所， TEL.0563 
-61-2891'"'-'5にあらかじめ連絡をとられる方が良いと思う。 (Y.H.) 
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